
昨年１２月にスタートしたこのプロジェクト。

委嘱された「高校生学芸員」１２人の研究成果特別展が、浜田城資料館にて６月１０日（土）～９月２４日（日）に

開催され、のべ１，３６５人の方に見ていただくことができました。

展示初日のお披露目式には、高校生学芸員が、一般来場者を含む約３０人の前でそれぞれの研究内容につい

て発表しました。
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HAMADA教育魅力化コンソーシアムは、各学校と連携して、様々な場面で地域協働活動を展開してきました。
このおたよりでは、令和５年４月から10月までの各学校やコンソーシアム事業の様子を紹介し、市内の高等学
校等の魅力ある教育活動をみなさまにお知らせします。

コンソーシアムの活動

ふるさと歴史探究プロジェクト「高校生学芸員」

【取り組みを通じて得た気づきや学んだこと、身についた力】
●どんなに難しいことも諦めずに取り組みまとめること

●物事について調べそれを発表する方法や、その面白さ

●自分の意見を持つこと

●情報収集力（自分で調べる力）

●調べたことをまとめて、説得力のある文書にする力

●分かりやすく伝える力

【高校生学芸員の感想】
●今回のプロジェクトを通じて、浜田という土地の奥深さ、そしてそういった土地の歴史や地理に目を向けることの

面白さを学ぶことができました。また、それを人に発表することの面白さ、そして難しさも実感しました。

●フィールドワークは楽しく、パネル作成も自分で調べてまとめるので、歴史についてより一層興味を持つことができた。

全体的に楽しむことができた。

●学芸員で培った力は今後の生活で必ず必要になってくるので、そこで活かしていきたいです。

高校生学芸員

ダイジェストムービー

地域協働活動

マッチングシステム

マッチングシステムとは高校生と地域をつなぎ、高校生の主体的な地域活動につ
いて、地域住民等が共に活動したり支援したりする仕組みです。
このマッチングシステムを活用し募集のあった地域活動にエントリーした高校生の
様子を紹介します。 4/2育海～HUGKUMI～食堂

連携：Codomoto＋
ノドグロの下処理の講師として浜田水産高校食
品流通科の生徒4人が参加

5/20 フライングディスク競技会
連携：浜田市ボランティアセンター
ボランティアスタッフとして浜田高校・浜田水産高校
の生徒１７人が参加

７/2２ トランポリン仲間の夏遊び
連携：しまねトランポリンクラブ
浜田商業高校の生徒２人が参加し、海遊びとトラン
ポリンで子どもたちと交流

7/26・28夏休み交流事業
連携：浜田まちづくりセンター
浜田商業高校の生徒２人が考えた水遊びを２人の
母校の放課後児童クラブでそれぞれ実施

8/11 浜田市立図書館10周年記念行事
連携：浜田市立図書館
浜田高校・浜田商業高校の生徒１3人が工作や読み
聞かせなどのワークショップを企画運営

8/26 この夏「君が」「地域が」…変わる
連携：杵束まちづくりセンター
浜田高校の生徒2人が出店ブースのサポート
綿菓子作りにもチャレンジ！

8/11 かっぱランド夏祭り
連携：かっぱランド夏祭り実行委員会
かっぱランドにちなんだかっぱジュースを浜田高校の
生徒２人が考案してお祭りで出店

6/3 アカモク食堂 7/8 オーガニッククッキング

8/19殿町ミニフェスタ8/1～４ 保育ボランティア 8/7～9保育ボランティア 8/9 とのまちサロン 8/1０ 軽スポーツ教室 9/3 こくふなつまつり

11件中8件マッチング 延べ48人参加

個別の地域協働活動

魅力化コーディネーターが高校生の興味関心のある内容、地域でやってみたいこ
とを地域につないだ活動です。
写真の活動以外に、はまだふれあい食堂や七夕茶会などにも参加しました。

延べ4７人参加

キャリア・探究活動
魅力化コーディネーターが高校生の進路や探究テーマに合わせて地域とつなぎ、
より深く学べるようにサポートしました。
【活動事例】
歯科訪問、放課後児童クラブボランティア、理学療法士・管理栄養士との対話、
橋守ボランティア、教員へのインタビュー、お魚市場訪問、おにぎりプロジェクト、
LOCAL FISH CANグランプリ、家庭クラブ活動 など

延べ５７人参加 マッチングシステム
高校生との地域協働活動募集中！

詳細は浜田市HPへ！！

研究内容について各自発表

来場者に研究内容を詳しく説明



浜田高校（全日制）

浜田高校（定時制）

浜田養護学校

１，２年生が毎年「地域に存在する魅力や課題に気づいて

調べ、自然や文化に触れ、より良いあり方をまとめて発表す

る」ことを目的として、グループ別自主研修を行っています。

今年は「大田コース」「江津コース」「浜田コース」「益田コ

ース」の４つのコースに分かれて研修します。研修の中で、

協働的・積極的に行動する態度を養います。

浜田水産高校

浜田高校（通信制）

１０月１８日（木）に「ちょこっ・トーク」が開催され、普通科の1年生１３６名と、

地域の方々６７名とが、ちょっとしたお題についてちょっとずつ自分の考えや

思いを話しました。

３年目の今年は、高大連携で県立大学浜田キャンパスの学生さんも企画・運営に加わりました。

各学校の魅力ある教育活動

昨年に引き続き、２名の生徒が全国高校生鉄道模型

コンテストに応募し、今年は健闘賞をいただきました。

今年のタイトルは「タイムトラベル石見１９０５～２１２３」

です。

江津の赤瓦の家並みやイルティッシュ号の遭難を再

現し、石見神楽のオロチが石見空港を飛び立つ飛行

機と共に空を舞っています。

楽しい空想も交えた作品に仕上がっています。

浜田商業高校

浜田商業高校では、資格取得で身につけた「商業の学び」を、行政や地域のプロフェッ

ショナルと連携することで、さらに実践的なスキルとして身につけることができます。

授業や学校行事の中で地域を巻き込んだ実践の場としてスキルを活用し、実社会が

求める即戦力を身につけます。

この時代だからこそ、地域資源を活用しながら、挑戦を繰り返すなかで、自分の可能性

を見つけ、磨くことができる環境が浜商にはあります。

９月１４日（木）～１５日（金）に食品流通科２年生は、企業大学見学ツアーを実施

しました。県内の大学や企業を訪問し知見を深め、卒業後の進路に活かしていき

たいと思います。

浜田ろう高校

SUMMER SCHOOLとうもろこしの小学生と、手話講座や学校案内、BBQを楽しんだり、

国府まちづくりセンターで活動している童懐会の人たちと手話歌での交流をしました。

どちらも初めての取組でしたがとても好評で、またやりたい！と言って帰られたのが印象

的でした。

たくさんの人に聴覚障がいについて知ってもらいたいという思いで活動している生徒も

います。Instagramで日々の様子をのぞいてみてください♪

「私達の学校の取組をもっと地域の方に知ってほしい」の願いのもとはま弁を作って、

市役所市民ロビーで販売しました。今回のメインは水産班がつくったアジフライとタルタ

ルソース！

弁当販売に併せて窯業製品、野菜、ぼかし肥料、布製品の販売も行いました。

市役所市民ロビーで11月21日（火）に20食限定で販売を行います。

お待ちしています。

HAMADA教育魅力化フェスタ今年も開催決定！！

告知
日時：１２月１７日（日）１３：００～１６：００ 会場：島根県立大学体育館アリーナ
対象：どなたでも 入場料：無料

浜田市内にある県立の学校５校が集結し、各学校の特色を生かし、展示や体験・販売コーナーなどのブ
ースを出展します。

今年もジオラマ作成に挑戦

小学生対象の手話講座の様子

童懐会との手話交流

小学生と童懐会との交流

ジオラマ（正面）

グループ別研修で地域へ

陶芸実習をしました グループ別自主研修の発表会

企業・大学見学ツアー【食品流通科】

山陰合同銀行（本店）見学

９月６日（水）に、地元保育園児２７名と海洋技術科２年生が小型船「あわしま」見学・

模擬操船・手旗信号体験を通して交流しました。

あいにくの雨模様で出港は出来ませんでしたが、保育園児からは「おもしろかった。次

は船で海に出たい」とうれしい声も聞こえました。

地元保育園児との交流【海洋技術科】

園児と手旗信号

変化の激しい時代で活躍する人材育成
～地域資源を活用した学びの深化～観光プラン発表交流会

地域探究交流会

地域の方々と「ちょこっ・トーク」

・自分が思っていた以上に、初対面の人と話せる

ことが分かった。(生徒)

・普段こんなにもたくさんの大人と１対１で話す

機会がないのでいい体験になった。(生徒)

はま弁（浜田養護オリジナル弁当）販売スタート！
大盛況！ あっという間に完売に

これが「はま弁」だ！（9/12Ver）

・高校生の気持ちや考えを聞けてよかった。(大人)

・自分のコミュニケーション能力の向上に繋がった

と思います。(大人)

アンケート結果抜粋

ちょこっ・トーク会場

ジオラマ（横）


